
空包及び実包の多盈燃焼実験

黒 田 英 司事

昭和55年に,通商産某省主僻の王城寺原野外爆発爽故において,多良の実包のBonrlre的奴

を実施したが,今回はそれに引き絞いた集散として,空包だけを典萌した場合と.口径20mm

までの5位の実包を般合して鵜横Ll=場合の,2回のBonlire紬 が実志された｡

飲助冶県は,前回とほぼ同等であり.空包の場合でも.また各械実包を混合して兆横した場

合でも.爆風を発生するような燃焼,すなわちMaSSExplosionは発生せず,弾薬珊放物のも

つエネルギーIも 危険な破片のもつエネIL,ギーの定凍位よりも.十分に低く.かつ,それら弾

鵡飛散物の実包火薬庫外-の飛散は,適当なコンクIJ-ト板と金網によって防止できることが

示された｡

I.序 骨

昭和55年度の王城寺原における火薬轍の保安技術

実故において,多色の実包の燃挽釈放,一般にいう

Bonfirc妖政を英施した1)2)｡その釈放では,模擬火

薬鹿内に.31000発の口径 7.62mm爽包入 りの弥薬

箱が典鎖され.そのまわりにまきが積み上げられ,そ

れらに灯油がかけられて,強制的に燃焼させられた,

前回は,多色の琳一種の実包についてのBonfire群

数であったが.今回は,それに引き統く釈放として,

口径7.62mmと12.7mmの合計1780苑の空包だけ

のBonrLrC就故と.口径5.6mmから20mmまでの,

5範頼の合計4950発の実包だけのBonfire釈放の.2

回の紙数が爽施された｡

これらの統験結果は,空包や実包の貯蔵に関する保

安技術基坤や,爽包火薬柾の保安距離に閲して.有用

な知見を与えると考えられるので,今回の突放を約回

の実験と比較検討し.ここにまとめ,紹介することに

した｡

2.実 験

2.1 英験の概羊

突放は.三方をコンクリート板べいで囲み,天井を

金網でおおい,-側方のみを閑放した′ト型の模擬火薬庫

をつくり.その中に設匿したロストルの上に弥薬箱を

典萌し,tZストルの下に薪を積みあげ,多丑の灯油を

かけて.強制的に低塩させ.-3計脚を行うことによっ

てなされた｡
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今回lも 約回l)2)よりも少し小型の模擬火薬錐とし

たこと.E,ストルの高さを高くして供昧静薬箱が下面

からも炎にあぶられ争ようにしたこと,銅板の屋根を

つけたこと.天井の金網を非才削こ襲いものとしたこと.

及びコンクリート板の外側を銅板で榔致したこと等若

干の変電を行っている｡また,飛放物の回収は,火薬

成開放すなわち正面方向で.飛散物が多いと考えられ

る±15中内に限った｡しかしながら.基本的には.前

回の就故方法と同じである｡

今回の釈放の特鞍は.空包だけについてと.各怒と

りまぜた実包について.洗敦を行ったことである｡

2.2 損耗火難

模擬火薬庇の概要園をFig.1に示す｡a)回よりも

少し小型で.鰯約1.01q奥行約 1.5m 高さ約 1.2m

で,鉄筋コンクリート組立てペい用控付桂とコンク

リート頼 (坪さ30mm),及び空洞コンクl)-トプt'

ックを使用して,骨組と側壁部を組み立て.コンクリ

ート板の外側は.3･2mm厚さの銅板で補強した｡

天井は.約回よりもかなり弱くして.0.8mm卓,

10メッシュのステンレス金網を破った｡空包爽験のと

きは,1並2層 (2枚)とし,実包爽故のときは.2

盛2樹 (4枚)とした｡屑間隔は約20cmである｡夏~

た今回はFig･1に示されるように.銅板 (厚さ3.2

mn9の包板をつけた｡

模擬火薬府内には,Fig.2に示すように,灯油をた

める銅板剣客羊を基礎鰍 こ汝匿し,その上に鋼板製の

台 (｡スト′レ-届 き約50cm)を即 ､た｡I,ストル上

面は直径 10mmの銅棒を平行に10mm閉鵬で配匿 し

たものである｡供拭弾薬籍は.そのt,ストルの上に典

耕した｡
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包乗故弾薬5柾軒の実包 (甘通辞)を混合して就致した｡
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計発射薬薬丑6846g2.4 和 典構方法と燃焼方法

Fig･2に示すロストルの上に. Fig.3に

示すように供釈弥薬箱を典横した｡一方.燃料容雅の中には

ウエスを入れ その上に薪5束 (約50kg)をt･スト

ルの下面まで積み上げた｡次に.薪の上から灯油20

Lをかけ,さらに薪には中火を容易にするために.ガソリンK8gY8K叩8kLJ.V
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ラを設置して,虎内の燃嵐 破裂状況を庇卑し,観測

所において,モニターにより状況を観榊した｡

b)燃焼温度の紀蝕

薪の上.弥薬箱の内郎及び模擬火非雄の上部等の各

こく> 点に･熟成対を汲把し･各点の粗度射 ヒを把銀 した｡
C)破裂音の妃虫

Fig.3 SetupoEbonrlretestlorAmmuniLioncon-
btncr.
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約2ほ かけ.鼎色火非を添裳した怒気スケイ7'で点

火して.格娩させた｡

3.軌澗及び測定

A)燃娩及び破裂状況の租軸

模擬火水雄正面前方に,銅板で防讃 したビデ''ォヵメ
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模擬火薬床から.空包爽故の時は100Tn,爽包実験

の時はlSOm取れた地点に.インJt'ルス轍蜜蜂音計N

A-61を配位し.AhStレベルで飴色を行った｡

d)飛散分布の耐食

模拒火薬伍の正面肋方.入口両側称から土15'の隅

きの筒状顔域に.約50mまでP]捺用シートを放き.冊

放物を回収した｡珊倣分科 ま.30'の角度の扇状領域

を火薬軽中心部を円心として火邦銀入口から5m毎の

領域に区分し.各区分について.非きよう,弾丸及び

完成辞ごとに求めた.

e)鵬 後の火典故の状況粗癖

側壁コンク.)- ト板及び天井細 の地位状況を.級

卓した｡

4.真珠結果

4.1 燃焼及び破裂状況

空包乗壌

点火直後から炎が上がり,2分枚には雄内全体に炎
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が回り,静重箱上虫面からも炎があがる.5分後火勢

が強くなり.以後も炎がゆらいで.燃え挽ける｡16分

後最初の破裂音がして,すぐに連続的となる｡火軌 ま

さらに弛くなり,神苑蒋内からも炎がでる.18分後弥

薬箱半乱 盛んに成乳 以後弥弗箱が見えなくなる挺

火勢が強くなり.20分後一つの弾薬符が.挽いて三つ

目の弾薬籍がくずれおち.t,ストルの上には何もなく

なる｡21分後.破裂青は少なくなり.炎も小さくなる｡

あと変化なし｡35分検収後の破裂乱 50分検消火｡

実包実験

点火直後から鹿内全体に炎が広がり.15秒後上肺ケ

ンポール掛 こ野火.45秒後ダンボール希栽面が燃え,

希が変形し始める｡1分後炎が少し靭まり.ケンボー

ル箱部とt,ストル部に炎がわかれ.燃え挽ける.2分

後小破超音発生.すぐに速成的となり.ダンボール鮪

がくずれ始める｡4分後掛 まほとんどくずれおち.破

裂音はさらに弛く.迎舵的となり,火軌ま強まる.6

分後,炎は憩いが.音は琳発的となり,10分役にはほ

とんどなくなる｡炎はさらにだんだんと弛生り.凪に

より,炎が敢外までゆちぎでる｡14分後押韻紺からの

炎が強まり木箱内の来包からと考えられる破裂音が発

生し,16分後からだんだん強くなり.やがて速成的と

なる｡17分30秒役非常に憩い破裂音 (20mm辞か)那

発生,中段の弥英鮪がくずれ始める｡19分後遺熱に連

投的に破裂音発生.抑燕等がふき飛ばされ 弥熊織が

くずれ落ち始める.21分後E,ストル上には何もなくな

るが.襲い破裂音は連投的に税く｡22分扱破裂音は断

投的,火勢は憩い.24分役破裂音はほとんどなくILり.

26分後には火勢も弔生る｡32分役免役の破裂音.約50

分役消火.

4.2 五度測定結果

空包葵験

薪の上.木箱 (7.62mm空包)の内部及びdZ内上部

に設定した熟偲対による温舵約定結果をFig.4-1に

示す｡点火後2分例は.灯油の餓 により各点とも同

様に.約300℃までi且皮が上昇した｡その後垂が生じ

始れ 薪の上の氾度は.点火役5分役には500℃に達

し,約15分問500-700℃を保った後に.ゆっくりと

下降した｡木箱内の阻虚礼 記鰍 こよれば.薪の上の

温度とほぼ同じ僻向の変化を示した.これは.木箱内

の熟取材が.外部の熟から完全に遭斬されていなかっ

たために生じたものと考えられる｡18-2031稜の不規

則な温度変化は木帝の痕跡 こよって生じたものと思わ

れる｡

柾内上林の温度は.点火2分後灯油の燃焼が小さく

なると,下降し,約15分rm150℃前後を示したが.壁

包の破裂が始まった頃から.急軟に上昇し始め.約3

分で700℃に過し.その後は急敦に下降し.約3分後

には約 150℃に低下した｡

薬包爽墳

薪の上.*摘 (20mm普通弾)の内琳及びダンボ-

ル蒋 (9･65mm普通弥)内鰍こ故田した免租対による

i且庇粥定括取をFig.4-2に示す｡

薪の上とケンポール拓の内外の温齢 *.同じような

変化を示した｡すなわち点火1分後位かや.iR度は急

激に上昇を始め.2-3分後には400-500℃に適し

た｡その後徐々に上昇し,点火18分後位に800℃に適

して.それから下降し始めた｡薪の上の方が早くピー

ク温齢 こ適し.また温度の下降も早く起こった｡

一方.木箱内の温度は,点火後しばらくの開上昇せ

ず,約15分稜に.B軌 こ上昇を始め.その3分後750℃

のピークに通した｡その後は他の位把の温皮よりも少

しゆっくりと下降した｡

4.3破裂音の測定結果

空包爽故及び爽包典故における放浪者のP)定結果

をFig.5に示す｡空包爽故では,破裂が始まった点火

16分彼から.約7分間70dBを虐える音が発生した｡

その中で,迎綻的に破裂が生じた5分Mは80-90dB

と高くなり.地福で94dBであった｡始めと終りの段

階のJP発的破穀の時は70-80dBであった.

釆包軍政では,皮製曹発生の時間肝が明軌にこっに

分かれた｡初糊の破裂音はダンボール箱内野薬の破裂

音で.点火2-13分後脚のうち.琳発的破裂の時は70

dBを越えることはなく.連投的破裂の約 2分の岡75

dBを越える場合があった｡ピークの時T･89dBであ

った｡

後期の破裂音は,木蒋内の酔蕪の故弓削こよるもので.

qL発的破裂の段階で70-75dB.連続的破穀の段階で

75.-88dBであった｡

4.4 飛散状況

空包釆故の時の燕さようの飛散状況をFig.6-1に.

実包乗取の時の薬さようと弾丸の飛散状況をFig.6-

2に.それぞれ各界薬毎に示す｡各弊衣とも.ほとん

ど10mまでの範囲内で回収され 30mを越えるものは

救えるほどしかないことがわかる｡すなわち.各弥窮

とも.空包爽政の時は80界以上.爽包爽攻の時は70-

80rDの抑燕冊放物が.館内で回収された.また.各弾

薬について.5mまでの屯田で90界以上 10mまでの

屯田で.ほは95rQ以上の群燕飛放物が回攻された｡

未発火の完成執 t.7.62mm空包で25m内, ll.4

mm甘通辞で15m内のところで,各l発が回収された

他は.9mmと9･5mm普通弊で10m以内.他は5m以

内の屯田で回収された｡

各弥非の叔大冊倣籍舵は,Tablelにまとめた｡政
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stageofcartridgelest大の釈放蕗軌 も 11.4mm曹通称と20mJn曹通辞の

薬さようで.51.2mであった｡放小は5.6m

m普通静の弾丸で.16.8mであった｡4.5

コンクリー ト板及び金的の状況空包夷験ICの側妃コン

クリー ト板の佑跡絶掛 ま1729であった.

背後壁より左右の蛇板の方が佑跡が多く.また4枚の横か

ら的成されている側壁で.一番下に設置されている板に

対して.岱跡が多かった｡一番多かったのは.左側虫の政も

下の校で358(臥 また一番上の板は.3仰棺とも

少なく70個以下T･あった｡傷跡の深さは.政も疎いもので3m

m以下であった｡爽包爽故では.合計182

1偶の佑跡があった｡この場合は下から2番目のコンクI

J- ト板の佑跡が多く,左右それぞれ314と269

佃であった｡また.一番上の板にもかなりの梅鉢が･辞められ 左

右と背役壁で.それぞれ77.103,105偽

であった｡侮跡の深さは.左右の壁に毘められた約 4m

mの深さが政大であった｡金網の破瓜は.空包爽故{

･は.下層金網に350顔,上層金網に00個の孔が

停められ 放火の孔は.下層では60×30mm.上田では

20×20mmT･あった｡また,上層と下層の

金網のMで.熊さよう3債が回収されたが.上層金網

と虚根のrmには何もなかった｡ほとんどの弾薬冊放物は

下脚金I剛こ当って.また一触 ま上層金網に当って下層金

網の孔を適って柾内に拓下したと考えられる.なお.金網は放火位位T･約 15cmたれ下が り,包板の銅板には佑

跡は全く辞められなかった｡実包来故では.下層の

金網の札の弓削ま59軌 上樹の孔の欺け9佃で,叔火

の孔は.下層で3Sx35mm.上層で40×18mmであった｡上層と下層金桐の岡

で薬きよう2個が回収

されたが･.上層金凧と崩枚のPflには何もなかっ

た｡金鰍 ま此大で約5cDたれ下がり.見放の朝敵 こ

は,全く佑跡は路められなかった｡金網を1韮2倍か

ら2成2層にすることに上って.珊放物防止効果は

大きく増し.また掛 こ対しても幼くなることがわかる

｡5.棚 寸及び考察5.1 趣焼状･現初

期には.薪や弾薬掛 こかかった.また掛 こしみ込んだ小

長のガソリン及び灯油の他姓が起こった｡初期の灯油

の軽焼が主である時関は,どの位であるか明故ではな

いが,目視ないしビデオ租洞とiR虚脱 県から,約5分

岡亀舵と考えられる｡その填.氾庇はだんだんと高くなり.薪や静雄

衝が盛んに燃え.薪がほぼ償えきり,弾薬箱がく

す九おちる耽肋に.血筋のi且皮が視軸されている｡それゆえに.肋回に比べて全燃料
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eLo5m.anJsoorL.Tabte1 MaximumDying

distancezmdLragmentenergyAmmunition Cartridgecases ProjectilesmAXdistAnCe energy mAXdistaJt

Ce energy(m) (kgw.m) (帆) (kgw

.m)7.62mTnBlzLnkCartridge 23

.JI 0.1512.7mmBl&nkCartridge

19.5 0.545.6mmC4rtridge 2JI.2

0.008 16.8 0.029mmCaTtridge 46

.1 0.09 37.0 0.159.65mmCartridg
e 37.6 0.08 30.5 0.I一lll.4m

mCartridge 51.2 0.14 33.1 0.2620mmCArtridge

51.2 3.08 38.3 1.90体及び余分に加えた固体燃料はなく.下から全体的に な

条件のもとでの脚元就故ということができよう｡した広い両掛 こわたって炎であぶられることも

なく,また がって,当共助結県から.もっと多丑の爽包帝の燃焼空気の流油も掛 ､ので,当Bon



なお.約回l)7)は1000℃を虐える温度が観印された

那.今回は.扱高で800℃であった｡この将田は燃料

の最 (肌回は50弧 今回は5束)や貿 (約回は針蕪附,

今回はナラ)のちがいによるのか,気温の並 (約回は

22℃.今回は0℃以下)によるのか,辞鰍 ま不明であ

ら.

5.2薬包等の破裂と餓且発生の可能性

破裂音紀故からみて.木箱に梱包された空気及び薬

包は.14-16分後から5-8分間にわたって,迎較的

に破裂した｡また,外装タンボール箱,内装妖婦の実

包は.約4分後に.2-3分rmはど連投的に破裂し.

特に10放秒間に典申して破裂した｡

空包及び爽包の破弓削i.高温熱波からの熱砂掛こよ

って.鵜きよう内の雷管又は発射薬が,発火点以上に

乱舵が高くなり.点火.格挽することによって生じた

ものである｡

木箱内の夷包等は.*布内温度測定結果からわかる

ように.その兼帯が墳れるか又は燃焼しつくした枚に,

初めて荊温熱軌 こさらされ.表面にあるもの又は梱包

状他からくずれた爽包等が逐次高温になり.頓次破裂

している))｡ダンボール籍.耗希内の実包は.枕がす

ぐに燃え,包装がくずれるために,すぐに容易にバラ

パラの状他となり.すぐに高温熱線に,より多くの実

包がさらされるために,早い時間にまたより旭時関内

に典申して,実包が破裂したのである｡

このように.実包等が破裂するためには.爽包が梱

包状他からくずれることが必要であるが,全体の梱包

が辞時にくすれるとか.燃えつきることはなく.それ

ゆえlこ,大多軟の実包等が瞬時に高温熱商にさらされる

ことはないので.多色の爽包等の麻時の故弓削ま生じな

いと考えられる｡

一方.琳発と連投破裂の時のA特性 レベル蓮は.

Fig･5から約20dBである｡今回は.破裂帝を紀鮫続

に虹横紀赦したので,辞細は不明であるが.肌回の突

放では. 畔発と迎椀破裂の時の音の擬餌の勤 ま約10

dB以上であったl).このような振楢の歪は.連続破

裂の時は雷管からの発火又は発射薬の完全偉塩によっ

て破裂し く高周波成分が多い).襲い音となり.JP発

破裂の時は.発射薬の不完全又は缶分低能によって破

裂し く低周波成分が多い),弱い音となるf=めに生じ

たものであろう一)｡周波歎スペクトルのちがいも.今

回のA特性レベルの蓮のちがいの大きな一因となって

いる｡

放りの約 10dBがL破裂故のちがいによって生じたこ

とになる｡もし10苑同時に破裂すれば 10dBレベルが

高くなる｡同時ではなくある時間内の破裂の場合にIも

母音升の指示回路の時定敢125msecを考慮に入れると.

100msec岡に20発破裂すれば.10-20dBレベルが高

くなる｡これは1分間に6(X氾-12000発の破弓削こ相当

し,このような数の破軌 ま.爽際には起こっていない｡

爽臥 帆回の突放で.政も弧申して破裂した時IC,

100msec問に6-8発であったl).今回もこの放軽度

か又は以下と考えられる.

樽見が発生するためには.発射薬の種類や燕丘にも

よるが･,当実験色度の苑Etでは.火薬のうちT･は爆風

を苑生しやすい鬼色火薬についての,昭和43年度の通

産日出生台実軸 果l)から考えて.500m/secよりもか

なり速い火炎伝搬速度又は伝火速度が必要であり.こ

のことは,少なくとも大多飲の央包等が2msec以内

で破裂する必粟があることを示している.

発射矧 ま.もっとはるかに大丑 (200kg-2lon)で

あっても,昭和45年度の通産開山英験Cや示されたよ

うに,欺1007n/secの火炎伝速速度となることはなく.

また11)キの薄い金属板であっても火炎の伝汝を妨げ

ることが示された｡また.当BonEire柵 のような過

酸な格旋条件のもとでt,.碑時の破裂軟は.爆凪発生

の可能性のある政よりも.はるかに小さい軟であるこ

とが示された｡したがつて.空包や爽包の燃焼によっ

ては爆風の発生はない.すなわちMAsseJ(plosionは

生じないと考えられる｡

なお,当実数結果から推定すれば.ダンボール籍と

紙箱内に.パラ状憩で梱包された空包の場合が,政も

燦凪を発生する可能性がLあると考えられ.央故的検討

を必要とする｡たr='し.今回帥致された空包について

紘,そのようになる僻向は全く啓められなかった｡

5.3 輔 飛散鞄のエネルギー

弊燕飛放物は.全ての称葺掛こついて.70-80界以上

が故内で回収され.5m以内の屯田で90%以上,10m

以内の屯田ではほ95Fp以上が回収された｡

各弾薬lこ対する最大飛散距離とそれらのもつ運動エ

ネルギーをTablelに示している｡飛散物のもつ運動

ェネルギーは.空気抵抗を無税し,45oの射角で投射

されたと仮定して計辞したものである｡なお.肋掛 こ

おいてはLH)ェネルギーの単位に悔 いがあり,7.62m

m普通静の政夫秤放した弾丸のもつエネルギーは2.舶

m･kg,薬さようのエネルギーは2.88m･kgとしたが,

これらの単位はJoulcの刑速いであり.これらはそれ

号れo.24kgw･m,A39kgwImとここにqT正する｡

飛放物のもつエネルギーについては,仏泣規によれ

ば7).8-20Jouk(0.82-2.04kgwIm)であれば,負傷は

するが求償とはならないとされ 20Joule以上であれ

ば瓜俗の可能性があり.50Joule(5.10kgw･m)で

あれば致死の可能性があるとされている.一方米国防

省 DOD5154145によれば0.58Et-1bs(79J,8.02kg

-280- 工薬火薬協会誌



W･m)那.飛放物に対する保安矩殿を区分するとき

の,危険な破片のエネルギ-進呼値として使用されて

いるD.

これらのエネルギー伍と比較して.20mm骨通称を

除く全ての弾薬は.かなり低い伍であり.軽侮を負う

恐れはあるが.ほぼ安全な飛散物とみることができる｡

20mm樹 幹の場合は,他の野戦よりもかなり高いエ

ネルギーとなっているが.それでもl/I.66(仏法規).

1/2.60(米国防省)と.危険な破片のもつエネルギー

伍よりも.低い依となっている｡

さらに,舛非燕放物は鋭どい先増 をもった複雑な

形状の破片ではないこと.また比牧的勢い金網でも珊

放物を防ぎうろことを考慮すれば.消火活動の府には

防諌用輔専IC防健でき,火燕碓開放鰍 こ適当な金網を

設世すれば.柾外-の飛散は防止できるので.弊非飛

放物については闘将はないと考えてよいであろう｡

6.#

前回の王城専原突放の時とほぼ同等の方法によって.

空包だけについてと,20mmまでの5穂の爽包の混合

銀嶺の場合について.Bonlirti･妖敦を行った｡釈放結

果は.前回とほぼ同等であり,前回の粕 結果が槻

雷されたことになるとともに,空包及び20mmまでの

各種実包の混合免税の場合についても.同様の結果が

成立することが示された｡主群な結果を以下にまとめ

る｡

1) 当BonEire耗鼓における鵬 は.夷包火邦雄を

シミュレートする限りは.地も過酷な軽焼であった｡

2) 央包噂は,高iR魚源からの熟伝掛 こよって.晋

菅又は発射薬が.それらの発火点以上に加熟される

ことによって,燃焼し.破裂する｡梱包された来由

等は,同時に大多散のものが.発火点以上に加熟さ

れることは起こらないので.爆風を発生するような

怒焼すなわちMaLSSeXplosionは生じない｡このこ

とは.破裂音の湘定結果からのJ8位時間当りの破裂

牧の評価からも.支持された.

3) 英包等の轟きょうに装填された発射矧 ま.いく

ら大政であっても,全体が辞時に撚娩することはな

く,したがって,大丘に典頼された実包等の軽焼に

よって.爆風を発生するようILことはない｡

4) 弾燕飛散物のもつエネルギ-紘.20mm爽包以

外の爽包符では.危険IL破片のもつエネルギーより

も非常に低い伍T･あり.放高位となる20mm薬包

の場合でも.それより十分に低い俵であった｡また.

これらの飛放物は.それらの形状から,またコンク

リート板にわIrかに燐をつける軽度であることから,

さらには.適当な金網によって雄外に飛散すること

を防止できるので,保安距把の検肘に際しては,あ

まりr"J雌とはならない｡

5) 叫一種の爽包の場合と比放して.2槻以上の空

包及び又は爽包を混合して.央包火薬庫内に貯載し

ても.特に間噂を生じる恐れはないと考えられる｡

したがって.開放鰍 こ適当な金網を改田した既存の

爽包火碓庇に.口径20mm以下の各租爽包呼を粒

合して貯放した場合でも,保安掩船を現状よりも短

櫓することが可能である｡

〔付妃〕

当来取は.古井弾薬支処において.武欝補給処によ

ってなされた｡英故データ及び各懲資料を推供された

青井抑非文粗 描田鞘夫氏及び陸井装備称武馴 ヒ学陳

加藤供一氏.及び同地閑関係者に謝意を衷する｡
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Bonfiretestsonblankc8rtrjdgeandcartridge

byEishiKURODA+

In1980.WeconductedabonfiretestoEcaliber.30cartridgesintheField ex･

perinentssponsoredbytheMinistryoEIntemationalTradeandIndustry.

Lhtely.twobonfiretests,Ofblankcartridgescomposedoltwodifferentcalitm

AndolcartridgescomposedofLivedifferentcalibers(max.C4)iber20mm), were

COnductedaSaCOnlinuationoftheprevioustest.

Theresultsofthebothbonfiretestswerenearlyequivalenttopreviousone.lt

wasCOnlirmedthatnomassexplosionwasgeneratedunderthesetestconditions,

ThemAXitnum energyoHragmen一swaslower一hanthecriticalenergydefined for

ha劫rdousEragTnentS,andammunitionfragmentsFlingoutoEmagazine mightbe

preventedbytheproperconcreteplatesandwirenetlings.

(●Shimkawaplant,NippoTIKokiCo.Ltd.,Nishigo･mtJra.

Nishishirakawa･gun.Fukushima-ken.Japan)
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